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…
張
…
過
去
を
顧
み
今
後
に
望
む

醐
主
…
　
　
　
　
　
　
　
全
日
仏
再
発
足
に
際
し

　
全
日
仏
は
去
る
六
月
十
七
日
の
常
務

灘
鑛
諜
燕
響
麗

艶
治
論
欝
欝
麗
霧
齪

織
翻
議
繋
耀
鎗
誰
雑

話
朧
辮
難
聯
鍵

鰐
耀
騰
灘
て
麟
齢
験

縦
横
に
一
致
協
力
し
て
国
の
内
外
に
仏

…
教
を
推
進
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
・
そ
の

願
い
は
見
事
達
成
せ
ら
れ
て
、
爾
来
三

年
－
矛
二
回
世
界
大
会
以
来
五
年
1
そ

の
理
想
の
も
と
に
大
き
な
夢
を
持
っ
て

逸
濃
し
て
来
た
。

　
そ
の
当
初
教
界
の
あ
る
一
部
に
は
「

全
a
仏
は
半
年
で
つ
ぶ
れ
る
」
と
い
う

言
す
ら
あ
っ
た
。
然
し
之
を
見
事
に
裏

切
っ
て
今
日
ま
で
存
続
し
た
。
実
際
出

発
以
来
全
日
仏
は
苦
難
の
連
続
で
あ
り

関
係
者
の
努
力
は
大
い
な
る
も
の
が
あ

っ
た
。
夫
々
の
単
位
団
体
の
活
動
に
協

力
し
な
が
ら
全
一
仏
教
の
在
り
方
を
明

ら
か
に
し
て
き
た
こ
と
は
仏
教
史
上
曽

て
と
れ
を
見
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た

国
際
仏
教
の
伸
展
、
国
内
組
織
と
し
て

の
活
動
へ
の
拍
車
が
仏
教
の
高
揚
と
今

後
の
全
仏
教
界
の
動
き
へ
の
目
標
を
明

舞
艦
騨
耕
縣
脇

定
朔
齪
鶴
い
叢
灘
麟
矯

藩
論
甥
馨
黙
場
灘
脚

雛
講
甥
欝
驚
謙

．
弘
藷
鶉
縫
墾
難
撫
回

れ
ば
な
ら
ぬ
。
後
半
の
全
日
仏
で
は
之

　
に
つ
い
て
相
当
欠
け
る
点
も
な
い
で
も

　
な
か
う
た
。

　
　
然
し
こ
の
全
日
仏
の
大
い
な
る
型
態

　
の
完
成
は
、
今
一
段
の
自
覚
と
努
力
に

　
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
も
の
と
信
じ
ら
れ

　
る
。
蝕
に
新
た
に
財
団
と
し
て
の
再
出

　
発
の
意
義
が
あ
る
。
加
盟
各
団
体
が
深

　
い
自
覚
を
も
つ
て
、
新
役
員
を
送
り
事

　
務
局
亦
一
新
す
る
の
も
そ
の
展
開
の
上

　
に
必
要
で
あ
ろ
う
。
過
去
に
樹
立
し
た

　
全
日
仏
と
し
て
の
実
績
を
生
か
し
再
び

「
旧
仏
連
的
存
在
に
な
る
こ
と
は
絶
対
に

　
さ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
こ
そ
中
央
、
「

　
地
方
を
問
わ
ず
全
国
仏
教
界
の
人
々
は

　
全
日
仏
の
再
発
足
に
対
し
て
理
想
に
燃

　
ゆ
る
眼
を
も
つ
て
見
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

　
要
は
と
の
混
沌
た
る
社
会
の
実
情
に
照

も
ス
｝
メ
ー
、
ト
し
一
《
㌦
一
．
｝
薦

，
ず
∫
．
、
髭
レ
ー
」
夏
写
、
．
、
」
　
－
♪
今
．

墓
地
管
理
権
は
誰
の
も
の
か
？

仙
台
市
墓
地
運
営
委
員
会

　
　
　
　
断
乎
反
対
運
動
に
立
上
る

　
去
る
三
月
廿
九
日
公
布
さ
れ
た
仙
台

．
市
有
墓
地
条
例
を
続
っ
て
仙
台
布
当
局

を
相
手
と
し
て
立
ち
上
っ
た
仙
台
市
仏

教
会
墓
地
運
営
委
員
会
（
委
員
長
清
野

学
道
氏
）
の
「
墓
地
経
営
管
理
権
確
認

及
び
同
管
理
条
例
取
消
の
訴
訟
」
は
目

下
地
元
仙
台
市
に
於
て
、
表
面
は
一
応

静
け
さ
を
保
ち
乍
ら
も
裏
面
は
色
々
な

激
流
が
か
ら
み
合
い
乍
ら
夫
々
の
目
的

達
成
の
た
め
静
か
な
る
厳
器
を
続
け
て

い
る
様
で
あ
る
。
一
方
古
仏
教
会
側
は

県
仏
教
徒
連
盟
と
不
一
＝
体
の
関
係
を

と
り
乍
ら
申
央
官
民
へ
の
仇
き
か
け
を

活
溌
に
展
開
し
、
着
々
奏
功
し
つ
」
あ

る
よ
う
で
あ
る
。

全
国
運
動
に
盛
り
上
げ

　
　
　
抜
本
的
解
決
を
画
す

　
ご
れ
よ
り
先
県
連
及
び
市
仏
を
代
表

し
て
上
京
各
方
面
に
画
き
か
け
て
い
た

墓
地
運
営
委
員
会
代
表
は
木
村
氏
を
陣

頭
に
全
日
仏
、
文
部
省
、
国
会
等
活
発

に
陳
情
し
た
結
果
去
る
五
月
十
八
日
の

衆
議
院
文
教
委
員
会
で
熊
本
県
出
身
の

坂
田
道
太
代
議
士
の
贋
間
に
よ
っ
て
本

問
題
は
と
り
上
げ
ら
れ
、
近
藤
宗
務
課

長
、
斎
藤
参
事
官
等
夫
々
答
弁
を
す
る

段
階
に
ま
で
持
込
む
事
に
成
功
し
た
。

　
こ
れ
よ
り
先
全
日
仏
も
こ
の
事
件
の

発
生
と
共
に
木
村
氏
等
の
陳
情
を
う
け

財
団
切
換
中
の
混
雑
時
で
は
あ
っ
た
が

岩
野
局
長
、
小
笠
原
局
長
取
敢
ず
本
問

題
を
重
要
視
し
、
全
仏
と
し
て
も
之
を

し
大
局
へ
の
着
眼
と
正
法
興
隆
へ
の
信

念
と
に
終
始
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
鼓

に
い
さ
瓦
か
今
日
ま
で
の
感
懐
に
添
え

て
今
後
の
全
日
仏
発
展
を
弔
う
次
才
で

あ
る
。

絶
対
に
等
閑
視
出
来
な
い
と
の
立
場
か

ら
直
に
当
局
に
対
す
る
左
の
如
き
陳
情

書
を
作
成
提
出
す
る
か
た
わ
ら
文
部
当

局
を
木
村
氏
と
共
に
訪
問
し
て
夫
々
積

極
的
手
段
を
展
開
し
始
め
た
。

　
一
方
全
日
仏
で
は
か
玉
る
市
条
例
公

布
と
い
う
特
殊
な
事
例
は
と
も
角
昭
和

二
十
ご
年
四
月
発
せ
ら
れ
た
問
題
の

「
次
官
通
牒
」
．
（
同
年
四
月
二
日
発
宗

矛
二
十
四
号
、
内
務
面
部
次
官
発
）
の

各
都
道
府
県
の
取
扱
実
情
、
之
に
伴
う

各
仏
教
吾
等
の
と
ら
れ
た
る
処
置
等
の

実
情
を
悉
齢
す
る
為
全
国
各
宗
都
道
府

県
仏
教
会
に
対
し
て
そ
の
調
査
方
を
依

頼
す
べ
く
目
下
大
童
で
そ
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　
従
っ
て
そ
の
結
果
全
国
各
府
県
の
実

情
が
判
明
す
る
に
従
っ
て
、
意
外
な
事

実
が
明
る
み
に
出
さ
れ
、
府
県
当
局
は

「
勿
論
府
県
仏
教
会
並
び
に
寺
院
関
係
者

に
重
大
な
る
動
き
が
あ
る
も
の
と
各
方

　
ξ
墜
飾
職
乳
荏
屡
　
虹
，
と
翠
夕
馨
一

せ
ら
れ
て
い
、
る
。

　
　
　
　
請
願
書

「
宗
二
十
四
号
内
務
交
部
次
官
通
牒
」
，

再
発
行
若
く
は
確
認
方
に
関
す
る
件

新
憲
法
制
定
に
よ
っ
て
政
教
の
分
離
が
，

は
っ
き
り
と
打
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
口

和
二
十
二
年
法
律
矛
五
十
三
号
「
社
寺
．

等
に
無
償
で
貸
与
し
あ
る
国
有
財
産
の
　
9

処
分
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
之
に
よ
っ
て
地
方
公
共
団
体
に

対
し
「
宗
矛
二
十
四
号
内
務
、
文
部
次
　

官
通
牒
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
同
通

…牒

ｪ
発
せ
ら
れ
・
た
時
は
、
通
信
交
通
共
、

に
極
度
に
混
乱
し
て
お
り
、
加
う
る
に
一

終
戦
直
後
の
こ
と
エ
て
通
牒
等
に
注
意
」

を
払
う
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
、
十
分
末
端
“

に
浸
透
し
難
い
事
情
に
あ
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
。
従
ρ
て
不
知
不
識
の
内
に
所

定
の
年
限
を
経
過
し
て
し
ま
い
、
た
め
、

に
各
地
に
激
て
困
難
な
る
問
題
を
惹
起
、

せ
し
め
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。
．
こ

製
に
於
て
再
度
同
通
牒
を
発
行
し
若
し
・

く
は
確
認
方
を
お
願
い
し
問
題
を
解
決

せ
し
む
る
よ
う
特
段
の
御
考
慮
を
煩
し

度
、
ご
玉
に
事
情
を
申
述
べ
請
願
申
上

げ
る
次
矛
で
あ
り
ま
す
。
右
請
願
致
七

ま
す
。
　
　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会
’

」
仙
」
台
市
の
実
情

歴
史
と
伝
統
を
無
視
し
た

　
昭
和
二
十
二
年
四
月
二
日
発
宗
矛
二

十
四
号
、
内
務
交
部
次
官
発
の
次
官
通

牒
（
地
方
自
治
体
の
所
有
に
な
っ
て
い

る
島
地
も
寺
院
境
内
地
無
償
譲
与
に
な

っ
て
旧
所
有
者
へ
返
還
す
る
こ
と
が
出

来
る
）
が
宮
城
県
は
、
四
月
七
日
受
付

け
同
月
廿
五
日
に
は
県
下
各
市
、
地
方

事
務
所
送
達
ず
み
に
な
っ
て
い
る
の
に

仙
台
市
当
局
は
そ
れ
を
末
端
各
仏
教
会

寺
院
等
へ
流
す
こ
と
を
怠
っ
て
い
た
。

　
そ
れ
自
体
相
当
重
大
な
問
題
で
あ
る

の
に
、
更
に
昭
和
珊
二
年
三
月
廿
九
日
幽

突
如
公
布
さ
れ
た
「
仙
台
市
有
墓
地
条
．

例
」
が
重
大
な
る
問
題
を
惹
起
し
た
の

で
あ
る
。
即
ち
元
仙
台
藩
主
そ
の
他
よ
・

り
寄
進
等
と
い
う
特
殊
な
因
縁
と
斗
酒

と
を
有
す
る
境
内
墓
地
を
、
今
回
突
然
、

一
方
の
市
条
例
に
よ
っ
て
所
有
権
と
管
r

理
権
の
全
て
を
奪
い
、
且
今
後
毎
年
永

久
に
墓
地
使
用
料
を
徴
集
す
る
と
い
う
、

こ
と
は
「
境
内
墓
地
の
旧
慣
を
全
く
躁

・
躍
し
、
且
本
会
並
び
に
市
内
各
寺
院
．
．

檀
信
徒
総
体
の
要
望
を
す
べ
て
無
視
し

た
も
の
」
（
四
月
廿
七
〔
次
頁
五
段
へ
〕

ニ
ノ

4
『
」

誓’罵’さ．

職㌣一　ツ御町テ｝聾『マ ｨ　　　　　　　　』，『響㍗‘　　　　　　　F『　一　㌔　－　　　　　　一　一　　　一　　　　町．　　薗朧一　・rマ
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三
一
」
蟄
－
、
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訪
中
日
本
仏
教
親
善
使
節
団

　
　
　
　
　
着
々
準
備
進
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
長
副
団
長
等
決
定
ず

少，

団長高階才仙永野鎮雄副団長中野義照同工佐々木泰翁　五十嵐賢隆

　　　懸｝・’

　　　設翻　く

秘書長三谷会祥

　
既
報
の
通

り
全
日
仏
派

遣
申
国
訪
問

仏
教
使
節
団

一
行
は
最
近

の
中
国
仏
教

協
会
か
ら
の

連
絡
に
よ
り

更
に
訪
申
時

期
が
｝
ヶ
月

間
ず
れ
て
九

月
初
旬
と
な

っ
た
の
で
去

る
十
日
午
後

一
時
よ
り
全

日
仏
事
務
局

に
於
て
打
合

会
を
開
催
し

た
。
当
日
は

各
代
表
参
集

阿
部
国
際
局

長
挨
拶
の
後

各
々
自
己
紹

介
が
行
わ
れ

そ
の
後
左
記

各
項
に
付
て

活
溌
な
る
討

議
研
究
が
行

わ
れ
。
午
後

三
時
半
無
事

終
了
し
た
。

そ
の
際
団
長

以
下
の
人
事

そ
の
他
細
部

に
関
し
て
は

一
応
当
局
案

を
饒
っ
て
活
溌
な
論
議
が
行
わ
れ
た
が

三
々
結
論
が
得
ら
れ
マ
結
局
左
記
各
氏

9

孟濫爵

擁
撚
，

犠
憂
欝

、
メ
罵

菅原恵慶

曝ゐ翻逆夢

竹村慧智

’罰

@奪
1サ　’感

選璽拶
竹田淳照　塚本善隆

、
’
捻

’閑

中濃教篤半田孝海

り

を
準
備
委
員

と
し
て
詳
細

は
準
備
委
員

会
に
一
任
す

る
事
に
な
っ

た
。
準
備
委
員

菅
原
恵
慶
、

佐
瀬
岩
窟
、

三
谷
会
祥
、

中
濃
二
黒
、

五
十
嵐
賢
隆

三
口
暉
子
の

各
氏
爾
当
日
協
議

さ
れ
た
問
題

は
左
の
通
り

で
あ
っ
た
。

L
　
現
地
慰

霊
法
要
執
行

の
件
（
南
京

虫
は
北
京
）

広
　
邦
人
未

帰
還
者
調
査

の
件
三
　
邦
人
遺

骨
調
査
の
件

4
　
贈
呈
品

に
関
す
る
件

5
，
　
「
日
申

仏
教
誌
」
特

集
の
件

6
　
ア
ル
バ

ム
作
成
の
件

7
。
そ
の
他

　
当
日
の
出

席
者
左
の
通
り

寄
身
能
州
（
代
ご
喜
原
恵
遜
、
青
村
教
、
一

臨
’
、
・
転
、

山田無文

賜隠鐸ノ

佐瀬測光牧田幽幽　　村纈玄妙船口暉子

智
、
竹
田
淳

照
、
中
野
義

照
、
中
濃
教

篤
、
半
田
孝

海
、
牧
田
諦

亮
、
三
谷
会

祥
、
村
瀬
玄

妙
、
佐
瀬
淳

光
、
懸
口
暉

子
の
諸
氏

準
備
委
員
会

　
前
記
の
準

備
委
員
会
は

去
る
十
七
日

午
前
十
時
よ

り
築
地
本
願

寺
階
上
で
開

か
れ
か
ね
て

問
題
に
な
っ

て
い
た
諸
件

に
付
て
午
後

二
時
ま
で
熱

心
な
研
究
協

議
が
行
わ
れ

た
。
開
会
当

初
日
、
中
友
好

協
会
の
浅
野

氏
か
ら
最
近

の
中
国
事
情

に
就
て
具
体

　
的
に
説
號
が
あ
り
終
っ
て
か
ら
主
と
し

　
て
左
記
各
項
に
関
し
夫
々
一
応
の
結
論

　
を
出
し
て
準
備
を
一
歩
前
進
さ
せ
た
。

　
　
　
　
　
記

　
L
名
称
訪
申
日
本
仏
教
親
善
使
節
団

　
ム
訪
中
団
の
構
成

　
○
団
　
長
　
高
階
朧
仙
（
曹
洞
宗
管
長
）

　
○
副
団
長
　
中
野
義
照
（
高
野
山
）

　
　
　
　
　
　
永
野
鎮
雄
（
本
派
本
願
寺
）

　
　
　
　
　
　
佐
々
木
泰
翁
（
全
日
仏
）

0
秘
書
団

　
　
　
秘
書
長
　
三
谷
皇
室
（
日
蓮
宗
）

　
　
　
渉
　
外
　
五
十
嵐
賢
隆
（
東
京
仏

　
　
　
　
　
　
教
団
）

　
　
　
　
　
　
牧
田
諦
亮
（
浄
士
宗
本

へ「

ｲ
峨
急
－
：
予
し
、
派
4
ミ
一
」
、
‘
　
　
峯
璽

　
　
庶
　
務
　
佐
瀬
淳
光
（
管
長
秘
書
）

　
　
　
　
　
　
申
濃
教
護
（
日
蓮
宗
）

　
　
会
計
三
谷
会
祥
（
〃
）

三
邦
入
遺
骨
の
送
還
依
頼
は
国
内
に
於

　
て
各
宗
各
団
体
に
よ
る
調
査
を
徹
底

　
し
て
資
料
を
豊
富
に
携
行
す
る
こ
と

生
訪
問
申
適
当
な
機
会
に
日
中
両
国
戦

　
争
犠
牲
者
怨
親
平
等
合
同
慰
霊
法
要

　
を
行
い
た
き
旨
を
中
国
仏
教
協
会
へ

　
連
絡
す
る
こ
と

5．

u
日
中
仏
教
」
特
集
は
日
中
仏
教
交

流
の
凶
冷
へ
依
嘱
作
成
す
る
こ
と

　
　
ウ
・
チ
ャ
ン
ト
ン
氏
来
日

　
南
北
仏
教
交
流
問
題
で
話
題
を
ま
い

て
い
る
日
本
釈
尊
正
法
会
の
招
き
に
よ

り
、
ビ
ル
マ
国
ブ
ツ
ダ
サ
サ
ナ
カ
ソ
シ

ル
の
ウ
・
チ
ャ
ン
ト
ソ
氏
（
ビ
ル
マ
最

高
裁
判
事
）
は
夫
人
同
伴
の
上
、
六
名

の
ビ
ル
マ
比
丘
と
共
に
去
る
十
一
日
午

後
九
時
二
十
分
羽
田
着
の
S
A
S
機
で

来
日
し
た
。
空
港
に
は
全
日
仏
か
ら
阿

部
総
長
初
め
各
局
部
長
ら
及
申
山
常
務

理
事
等
が
出
迎
え
た
。
同
氏
の
今
回
の

来
日
の
目
的
は
京
都
に
事
務
所
を
持
つ

日
本
釈
尊
正
法
会
の
目
的
の
一
つ
で
あ

る
ビ
ル
マ
式
パ
ゴ
ダ
、
戒
律
堂
等
の
建

設
そ
の
他
に
関
し
て
同
会
側
と
打
合
せ

の
為
で
あ
る
。
全
日
仏
と
し
て
は
正
法

会
問
題
に
は
一
切
タ
ッ
チ
し
な
い
と
云

う
静
観
態
度
を
と
っ
て
い
る
が
、
ウ
い

チ
ヤ
ソ
ト
ソ
氏
の
来
日
を
機
に
全
日
仏

の
正
法
会
に
対
す
る
真
の
態
度
を
表
明

す
る
意
向
で
あ
る
が
．
田
方
同
問
題
を

離
れ
て
、
同
氏
の
歓
迎
会
を
七
月
初
旬

東
京
築
地
本
願
寺
で
持
つ
様
計
画
さ
れ

て
い
る
。

　
東
大
里
村
博
士
等
講
演
会
盛
ん

　
去
る
七
日
午
後
三
時
半
か
ら
東
大
仏

青
で
は
今
回
恩
賜
賞
を
受
け
ら
れ
た
申

村
元
博
士
及
二
年
半
に
亘
る
イ
ン
ド
留

学
を
終
え
帰
朝
し
た
駒
大
講
師
高
崎
直

道
氏
に
よ
る
講
演
会
を
東
大
法
交
潮
二

号
館
三
十
七
番
教
室
で
開
催
盛
大
で
あ

　
〔
前
頁
よ
り
〕
　
日
声
明
）
と
し
て
あ

く
ま
で
反
対
運
動
を
展
開
せ
ん
と
意
気

込
ん
で
い
る
。
戴
に
於
て
全
日
仏
県
連

及
び
仙
台
市
仏
教
会
は
直
に
対
策
委
員

会
を
開
き
「
市
仏
墓
地
運
営
委
員
会
」

を
結
成
し
再
三
研
究
討
議
の
結
果
「
仙

台
市
有
墓
地
経
営
管
理
権
確
認
及
び
同

管
理
条
例
坂
消
の
訴
訟
」
を
原
告
市
内

百
拾
ケ
寺
寺
院
と
し
て
．
目
下
提
起
し

て
い
る
。
市
営
対
策
委
員
会
の
本
訴
訟

の
今
後
の
見
透
し
そ
の
他
に
付
て
木
村

氏
は
左
の
通
り
語
っ
た
。

「
こ
の
訴
訟
は
必
ず
勝
っ
て
見
せ
ま
す

よ
。
全
市
寺
院
一
丸
と
な
っ
て
目
的
達

成
に
努
力
し
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
今
度

位
結
束
出
来
た
こ
と
は
な
い
で
す
よ
。

　
私
共
の
念
願
は
単
な
る
仙
台
市
の
問

題
で
な
し
に
之
を
全
国
運
動
に
ま
で
も

り
上
げ
て
ゆ
く
決
意
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
是
非
共
全
仏
の
力
を
貸
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
。
否
野
仏
自
身
の
問
題

と
し
て
之
を
と
り
上
げ
る
こ
と
が
全
仏

組
織
を
作
り
上
げ
る
最
も
良
策
だ
と
信

じ
て
い
ま
す
よ
。
そ
れ
に
は
先
ず
全
仏

に
『
墓
地
対
策
委
員
会
』
を
設
置
し
て

直
に
活
溌
な
運
動
を
展
開
し
て
も
ら
い

た
い
も
の
で
す
。
云
々
」
と
。

「
ゴ
ー
タ
マ
ブ
ッ
ダ
」
試
写
会
開
催

　
在
日
イ
ン
ド
大
使
館
の
好
意
に
よ
り

提
供
さ
れ
る
釈
尊
の
喉
生
涯
を
画
い
た

イ
ン
ド
政
府
映
画
部
製
作
の
仏
蹟
記
録

映
画
「
ゴ
ー
タ
マ
ブ
ッ
ダ
」
の
上
映
に

つ
い
て
全
日
仏
で
は
其
後
も
大
使
館
側

と
接
讃
し
て
い
た
が
此
程
話
が
ま
と
ま

り
、
来
る
七
月
二
日
（
火
）
午
後
五
時
か

ら
東
京
有
楽
町
読
売
会
館
ホ
ー
ル
で
全

日
仏
、
東
京
仏
教
団
、
ア
ジ
ア
善
隣
国

民
運
動
中
央
本
部
、
ア
ジ
ア
協
会
、
ア

ジ
ア
友
の
会
、
の
各
団
体
共
催
の
下
盛

大
に
開
催
す
る
事
に
な
っ
た
。

　
な
お
当
日
駐
日
イ
ン
ド
大
使
チ
ャ
ン

ド
ラ
．
S
・
ヂ
ヤ
ー
氏
が
開
会
に
先
立

　
　
　
　
噌
丁
隊
一
一
　
　
　
、
　
」
し
、
　
了
む
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
・
　
’
ご
　
↓
ゴ
ヨ
．
　
、
、

飛
㌔
　
　
詳
営
F
三

町即甲酒賢　｝　V「ド三’



、
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タ
イ
、
カ
ン
ボ
ヂ
や
派
遣
代
表
団

帰
朝
歓
迎
会
盛
ん

　
去
月
中
旬
タ
イ
及
か
ソ
ボ
ヂ
や
仏
紀

祝
典
に
日
本
仏
教
界
並
び
に
政
府
を
代

表
し
て
参
列
し
併
せ
て
イ
ン
ド
、
ネ
パ

ー
ル
の
仏
蹟
巡
拝
を
し
て
帰
朝
さ
れ
た

代
表
一
行
の
歓
迎
会
が
去
る
九
日
午
前

十
一
時
よ
り
東
京
銀
座
三
笠
会
館
で
各

代
表
並
び
に
仏
教
会
知
名
の
士
数
拾
人

参
集
の
も
と
極
め
て
な
ご
や
か
に
開
催

さ
れ
た
。

　
会
は
先
ず
阿
部
総
長
並
び
に
長
井
副

会
長
の
歓
迎
の
辞
に
よ
っ
て
始
ま
り
続

い
て
出
席
各
代
表
大
谷
光
紹
、
重
永
潜

藤
井
真
水
、
大
谷
よ
し
お
、
久
保
田
正

交
．
草
葉
隆
円
の
各
氏
夫
々
簡
単
な
る

所
感
を
述
べ
た
る
後
午
餐
、
懇
談
に
入

り
出
席
各
氏
よ
り
夫
々
，
浮
貸
等
行
わ
れ

な
ご
や
か
な
る
裡
に
も
国
際
仏
教
親
善

の
た
め
に
も
極
め
て
有
意
義
な
る
会
合

で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
発
言
申
今
後
の
国
際
仏
教

交
流
の
た
め
特
に
参
考
と
な
る
も
の
を

要
記
す
る
と
左
の
通
り
で
あ
る
。

▲
南
北
仏
教
の
交
流
と
い
う
こ
と

　
こ
の
こ
と
は
現
在
国
内
で
も
色
々
話

題
を
投
げ
か
け
て
い
る
様
だ
が
東
南
亜
．

諸
国
で
多
少
の
差
異
は
あ
る
が
ビ
ル
マ

等
の
如
き
は
殊
に
は
つ
き
り
し
て
い
る

事
は
決
し
て
日
本
の
仏
教
に
学
ぼ
う
と

い
う
意
図
は
全
く
な
く
、
飽
く
迄
自
国

の
仏
教
を
そ
の
ま
」
日
本
に
移
植
し
、

日
本
国
内
に
そ
れ
の
勢
力
を
拡
大
忘
せ

よ
う
と
い
う
意
図
で
あ
る
。

狙
タ
イ
国
は
大
分
様
子
が
異
り
ビ
ル
マ

ほ
ど
強
烈
な
も
の
は
な
い
様
だ
。

銀
座
三
笠
会
館
で

●

▲
日
本
在
外
公
館
員
に
仏
教
知
識
を
も

た
せ
る
こ
と
の
必
要
に
就
て

　
こ
の
件
に
関
し
て
は
今
回
の
式
典
の

み
な
ら
ず
、
従
来
で
も
屡
々
問
題
に
な

っ
て
来
た
が
、
仏
教
国
に
派
遣
さ
れ
て

い
る
出
先
の
大
公
使
館
の
人
々
が
意
外

に
仏
教
常
識
と
も
云
う
べ
き
事
で
も
知

ら
ず
、
た
め
に
時
々
相
手
方
の
感
情
を

害
し
又
は
大
事
な
国
家
式
典
に
欠
席
し

た
り
仲
々
複
雑
な
問
題
を
投
げ
か
け
て【写真】　歓迎会場で挨拶される大谷光紹師

い
る
様
だ
。
依
っ
て
今
後
は
少
く
共
基

本
的
の
知
識
及
び
信
仰
の
内
容
等
を
身

に
つ
け
る
こ
と
は
必
須
の
条
件
で
あ
ろ

う
と
思
う
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
仏
教

会
か
ら
当
局
へ
強
い
要
請
を
な
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

礁

を
代
表
し
て
こ
れ
に
列
席
し
、

長
狽
下
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

尊
像
、
其
他
の
品
々
を
、

び
に
、
政
府
の
要
路
者
に
贈
呈
す
る
任

務
を
、
と
ど
こ
お
り
な
く
。
果
し
得
た

こ
と
は
、
私
の
光
栄
と
す
る
と
と
ろ
で

あ
る
。

一≡

ﾟ
≡
≡
≡
≡
一
一

ボヂヤに使して

久保田正訓

ンカ
圭
≡
≡
≡
一
三
≡
一

　
ヵ
ム
ボ
デ
イ

ァ
国
に
お
い
て

綱
紀
二
千
五
百

年
を
記
念
す
る

祭
典
が
開
か
れ
、

る
に
あ
た
り
、

全
日
本
仏
教
会

　
　
　
大
谷
会

　
聖
徳
太
子
の

　
国
王
陛
下
並

　
祭
典
は
首
府
プ
ノ
ン
ペ

ン
市
に
お
い
て
、
十
六
ケ

国
の
政
府
及
び
仏
教
会
代

表
を
迎
え
て
、
五
月
十
二

日
か
ら
十
入
日
ま
で
の
一

週
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

た
が
、
そ
の
前
日
．
十
一
・

日
午
後
五
時
半
か
ら
、
国

王
謁
見
の
儀
が
あ
っ
た
か

ら
、
実
際
は
、
八
日
聞
に

わ
た
る
盛
儀
で
あ
っ
た
。

，
交
字
通
り
、
国
を
挙
げ
て

の
盛
儀
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
は
、
こ
の
国
に
お
い
て

は
、
仏
教
が
国
教
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
王
位
を

象
徴
す
る
，
我
国
の
三
種

の
神
器
に
相
当
す
る
も
の
が
，
仏
舎
利

で
あ
る
た
め
も
あ
っ
て
、
皇
室
を
は
じ

め
、
国
民
の
ほ
と
ん
ど
全
部
が
、
熱
心

な
仏
教
徒
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
祭
典
は
、
五
月
十
二
日
の
開
会
式
で

始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
王
位
の
象
徴
た

る
仏
舎
利
を
．
会
場
中
央
の
宝
塔
に
移

す
行
列
と
儀
式
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日

本
人
の
常
識
と
は
、
だ
い
ぶ
、
異
っ
た

趣
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
日
の
午
後
は
、
博
物
館
と
僧
侶

の
み
の
た
め
の
病
院
を
視
察
し
た
。

夜
十
時
か
ら
、
王
室
舞
踊
団
と
国
民
劇

場
と
の
合
同
演
出
に
よ
る
仏
国
劇
が
あ

っ
た
、
翌
日
の
午
前
三
時
頃
に
終
了
し

た
。　
五
月
十
三
日
は
．
午
前
七
時
五
十
分

か
ら
、
参
加
各
国
の
政
府
代
表
に
よ
る

メ
シ
セ
ー
ジ
の
朗
読
が
あ
り
、
十
時
半

よ
り
午
後
四
時
十
分
ま
で
休
憩
し
、
午

後
四
時
二
十
分
か
ら
、
各
国
の
仏
教
代

表
に
よ
る
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
朗
読
が
あ

り
、
夜
七
時
五
十
分
か
ら
、
仏
陀
の
降

誕
、
成
道
浬
繋
を
記
念
す
る
ウ
エ
サ
カ

祭
が
行
わ
れ
た
。

　
五
月
十
四
日
は
、
早
朝
四
時
二
十
β

か
ら
、
特
に
．
仏
陀
の
成
道
を
記
念
す

る
式
典
が
挙
行
せ
ら
れ
、
折
か
ら
月
蝕

が
あ
っ
て
。
感
銘
深
い
も
の
で
あ
っ
た

　
午
前
九
時
、
各
国
の
代
表
は
、
政
府

の
飛
行
機
二
台
に
分
乗
し
て
、
ア
ン
コ

ー
ル
ワ
ッ
ト
、
及
び
、
ア
ン
コ
ー
ル
ト

ム
の
見
学
に
出
発
し
た
。
こ
の
夜
は
．

シ
ミ
リ
ア
ツ
プ
市
の
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

に
宿
泊
す
る
。

　
五
月
十
五
日
、
七
時
三
十
分
出
発
、

近
郊
の
遺
跡
を
見
学
し
、
再
び
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
一
宿
泊
。

　
五
月
十
六
日
、
午
前
九
時
出
発
、
再

び
、
首
府
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
帰
る
。

　
午
後
四
時
半
、
王
室
の
仏
堂
－
日
本

で
い
え
ば
賢
所
ー
シ
ル
パ
ー
パ
ゴ
ー
タ
に

参
拝
し
、
午
後
入
時
か
ら
，
・
国
王
及
び

王
后
主
催
の
正
式
晩
餐
会
が
あ
り
、
終

っ
て
、
王
室
舞
踊
団
の
舞
楽
が
あ
っ

た
。　
五
月
十
七
日
、
午
前
十
時
メ
コ
ン
川

の
畔
に
あ
る
農
学
校
を
視
察
し
、
午
後

入
時
よ
り
、
首
相
ノ
ロ
ド
ム
・
シ
ャ
ヌ

ー
ク
殿
下
主
催
の
晩
餐
会
が
あ
っ
た
。

　
五
月
十
八
日
、
午
前
七
時
よ
り
、
仏

舎
利
を
も
と
の
パ
ゴ
ダ
へ
奉
還
す
る
儀

式
が
あ
り
、
午
後
三
時
四
十
分
・
よ
り
閉

会
式
が
挙
行
せ
ら
れ
、
全
祭
典
が
終
了

し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
0

　
こ
の
国
の
面
積
は
、
我
国
の
北
海
道

の
二
倍
ぐ
ら
い
あ
り
、
全
人
口
は
、
東

京
都
の
約
半
分
で
あ
る
と
の
ご
と
で
あ

る
。
政
体
は
、
立
憲
君
主
政
体
で
あ
る

が
、
実
際
は
、
・
近
代
国
家
と
い
う
よ
り

　
ヅ
奮
’
し
」
㌘
「
F
、

も
、
お
伽
話
に
で
も
出
て
く
る
王
国
と

い
っ
た
感
じ
を
受
け
る
。
そ
れ
は
。
と

の
国
に
は
．
汽
車
も
、
飛
行
機
も
、
自

動
車
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
全
般
の
産
業

は
、
産
業
革
命
以
前
の
状
態
で
あ
る
と

い
っ
て
よ
い
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
．
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
の
国

は
、
．
入
十
年
余
り
に
わ
た
っ
て
、
他
国

に
支
配
せ
ら
れ
、
完
全
な
独
立
を
得
て

か
ら
、
ま
だ
、
三
年
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
　
“
す
べ
て
は
こ
れ
か
ら
”
と
い

う
印
象
を
受
け
る
。
明
治
初
年
の
我
国

も
．
こ
の
よ
う
な
有
様
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
か
。
国
王
を
中
心
と
し
て
、
国
民

が
一
丸
と
な
り
、
新
興
の
気
運
に
も
え

て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
仏
教
僧
侶
も
、
国
民
の
尊
敬
を
受
け

て
は
い
る
が
、
そ
の
在
り
方
は
、
上
座

部
仏
教
の
典
型
的
な
も
の
で
、
厳
格
な

戒
律
主
義
で
終
始
し
て
い
る
。
そ
れ
は

そ
れ
と
し
て
尊
敬
に
値
す
る
が
、
こ
の

国
が
、
近
代
国
家
へ
と
発
展
す
る
に
つ

れ
て
、
深
刻
な
社
会
問
題
等
に
も
、
当

面
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う

な
場
合
に
、
国
教
で
あ
る
だ
け
に
馬
仏

教
の
在
り
方
も
．
必
然
的
に
か
わ
っ
て

く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
」
僧
侶
の
中

で
も
、
進
歩
的
な
人
々
は
、
す
で
に
、

こ
れ
を
予
見
し
、
日
本
仏
教
に
つ
い
て

学
び
た
い
と
い
っ
て
い
る
も
の
も
あ
っ

た
。

．
こ
の
国
、
朝
野
の
人
々
が
、
日
本
に

期
待
す
る
と
こ
ろ
は
、
非
常
に
大
き
な

も
の
が
あ
る
。
首
相
の
シ
ヤ
ヌ
ー
ク
殿

下
は
、
日
本
を
兄
と
し
て
、
そ
の
指
導

を
受
け
た
い
と
い
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
，
，

は
、
単
な
る
外
交
辞
令
と
は
思
え
な
か

っ
た
。

　
東
南
ア
ジ
ア
と
日
本
。
こ
れ
を
．
一

つ
の
信
仰
共
同
体
と
し
、
運
命
共
同
体

と
す
る
大
き
な
仕
事
が
，
我
等
を
待
っ

て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
」
必
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入
月
六
日
を
期
し

核
爆
発
実
験
禁
止
運
動

　
　
　
　
　
　
　
全
国
寺
院
で
梵
鐘
を
露
な
ら
そ
う

　
全
日
仏
で
は
核
爆
発
実
験
禁
止
運
動

に
つ
い
て
は
か
ね
て
よ
り
全
機
能
を
あ

げ
て
本
運
動
の
徹
底
を
期
す
べ
く
、
英

米
、
ソ
連
各
国
へ
夫
々
声
明
書
等
を
発

送
し
て
真
剣
な
る
運
動
を
続
け
て
来
た

が
、
今
般
日
本
宗
教
連
盟
（
理
事
長
芳

村
患
明
氏
）
加
盟
の
一
団
体
と
し
て
同

連
盟
の
方
針
に
協
力
し
、
来
る
八
月
六

日
午
前
八
時
十
五
分
を
期
し
て
「
原
水

爆
禁
止
の
祈
り
」
「
原
爆
被
害
犠
牲
者

慰
霊
の
祈
り
」
を
跨
ぐ
る
為
に
夫
々
の

宗
派
団
体
等
の
方
式
に
よ
り
梵
鐘
、
太

鼓
等
を
打
ち
な
ら
し
て
日
本
全
国
に
こ

の
運
動
の
精
神
を
喚
起
せ
し
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
　
日
馬
歯
連
声
明

　
日
本
宗
教
連
盟
は
、
先
に
各
国
の
元

首
、
指
導
者
及
び
宗
教
団
体
等
に
原
水

爆
の
使
用
、
実
験
の
禁
止
に
つ
い
て
の

声
明
書
と
書
簡
を
発
し
、
世
界
に
訴
え

て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
松
下
特
使

の
報
告
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
日
本

人
全
体
が
更
に
原
水
爆
に
関
す
る
科
学

的
な
知
識
を
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
共
に

国
民
の
す
べ
．
て
が
そ
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
、
辛
抱
強
く
不
断
の
努
力
を

な
す
要
が
あ
る
こ
と
は
今
更
申
す
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
玉
に
於
き
ま
し
て
、
本
連
盟
は
各

宗
教
団
体
が
そ
の
特
有
の
信
仰
儀
式
に

基
い
て
、
左
記
の
還
動
の
展
開
を
実
践

せ
ら
る
製
よ
う
要
請
す
る
次
矛
で
御
座

い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
運
動
に
つ
い
て

貴
連
合
会
よ
り
傘
下
各
教
団
並
び
に
海

外
関
係
の
向
き
に
も
周
知
方
を
御
配
意

下
さ
い
ま
す
よ
う
御
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
・
、
～
属
隈
三
身
ト
ニ

原
水
爆
禁
止
抗
議
に

仏
教
代
表
「
半
田
孝
海
師

　
原
水
爆
撚
ホ
止
を
強
く
英
米
ソ
＝
口
詩
ヘ

ア
ツ
ピ
ー
ル
す
る
為
、
国
民
使
節
団
の

仏
教
界
代
表
と
し
て
半
田
孝
海
大
僧
正

（
長
野
県
仏
会
長
）
は
七
月
四
日
空
路

羽
田
を
出
発
す
る
事
に
決
定
し
た
が
、

そ
れ
に
先
立
ち
七
月
一
日
中
野
公
会
堂

に
於
て
原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
が
主

催
し
て
同
使
節
団
の
壮
行
会
を
開
く
事

に
な
っ
た
が
、
各
界
代
表
の
挨
拶
に
混

っ
て
全
日
仏
副
会
長
椎
尾
辮
匡
老
師
が

激
励
の
挨
拶
を
行
う
事
に
な
っ
た
。
な

お
半
田
代
表
に
は
全
日
仏
会
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
托
さ
れ
る
。

ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ロ
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

世
界
最
大
の
仏
旗

　
ネ
パ
ー
ル
の
世
界
仏
教
徒
会
議
に
日

本
代
表
の
一
、
人
と
し
て
出
席
し
た
鈴
木

錦
吾
氏
（
名
古
屋
市
）
は
帰
国
後
熱
心

に
各
方
面
を
訪
ね
て
独
特
の
ね
ば
り
と

熱
情
と
で
仏
教
運
動
を
展
開
し
て
い
た

が
、
最
近
各
方
面
の
浄
財
を
得
て
、
縦

五
爵
、
横
七
聞
と
云
う
大
仏
旗
を
作
り

去
る
二
＋
一
日
朝
名
古
屋
市
覚
王
山
日

泰
寺
納
骨
堂
前
で
披
露
し
て
参
拝
客
を

驚
か
せ
た
。
鈴
木
さ
ん
は
イ
ン
ド
の
ネ

ー
ル
首
相
が
来
日
し
た
時
は
之
を
も
つ

て
歓
迎
す
る
と
張
切
っ
て
い
る
。

　
曹
洞
宗
隙
映
画
完
成
す

　
曹
洞
宗
教
化
部
で
は
か
ね
て
よ
り
放

送
映
画
等
に
よ
る
教
化
、
宣
伝
を
画
し

て
懸
命
の
努
力
を
し
て
い
た
が
今
回
西

川
発
声
映
画
研
究
所
（
西
川
豊
氏
）
と

乞
、
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
、
轡

日
本
仏
教
保
育
協
会
の
．

ノ
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
　
　
ソ
　
ノ
　
グ
　
ソ
　
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
・
夏
期
保
育
講
習
会
開
か
る

　
日
本
仏
教
保
育
協
会
主
催
の
矛
ご
十

五
回
夏
期
保
育
講
習
会
は
、
本
年
も
東

京
、
京
都
の
二
ヶ
所
で
左
記
要
項
に
よ

り
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た

　
そ
の
科
目
及
び
講
師
陣
は
年
毎
に
充

実
し
て
来
る
の
で
本
年
度
も
参
加
者
多

数
を
迎
え
る
ご
と
玉
今
か
ら
事
務
局
で

は
張
り
切
っ
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
記

一
、
期
日
　
来
る
七
月
二
十
三
、
四
、

　
　
　
　
　
五
日

一
、
会
場
　
東
京
宝
仙
学
園
講
堂
及
体

　
　
　
　
　
育
館
、
京
都
家
政
学
園
講

　
　
　
　
　
堂
及
体
育
館

一
、
科
目

　
…
教
養
講
座
、
幼
児
の
歌
唱
指
導
，
保

育
リ
ズ
ム
、
お
遊
び
指
導
、
仏
教
童
話

仏
教
保
育
等

　
爾
両
会
場
共
宿
泊
の
便
宜
も
あ
る
と

9
・

名
古
屋
に
あ
ら
わ
る

教
化
部
と
の
合
作
で
、
発
声
宣
伝
映
画

「
こ
製
に
道
あ
り
」
を
完
成
し
、
之
が

試
写
会
が
去
る
廿
六
日
午
前
十
時
よ
り

芝
公
園
女
子
会
館
内
で
行
わ
れ
た
。
こ

の
映
画
は
大
本
山
永
平
寺
、
総
持
寺
の

内
外
紹
介
と
曹
洞
宗
の
概
要
を
宣
伝
せ

ん
と
し
た
も
の
で
約
廿
五
分
間
に
亘
り

丁
々
優
秀
な
出
来
ぱ
え
で
、
同
宗
始
め

て
の
試
み
と
し
て
は
成
功
と
云
わ
れ
る

だ
ろ
う
。
宗
門
関
係
の
各
要
人
約
三
、

四
十
人
参
集
、
試
写
終
了
後
座
談
会
が

行
わ
れ
仲
々
活
溌
で
あ
っ
た
。
因
み
に

今
後
宗
務
庁
の
宣
伝
力
1
と
共
に
こ
の

フ
イ
ル
ム
は
全
国
を
巡
回
し
て
活
躍
す

る
で
あ
ろ
う
。

　
　
セ
イ
ロ
ン
か
ら
菩
提
樹
の
苗

　
セ
イ
ロ
ン
政
府
で
は
過
般
岸
首
相
一

行
が
訪
問
の
際
，
菩
提
樹
の
苗
樹
十
数

　
　
　
　
　
与
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
、
こ
一
¶

鉢
を
お
み
や
げ
と
し
て
わ
が
仏
教
会
へ

贈
ら
れ
た
の
で
今
般
フ
オ
ソ
セ
動
大
使

よ
り
正
式
に
本
会
へ
贈
呈
さ
れ
た
。
尚

同
苗
樹
は
発
育
の
完
全
を
期
す
る
た
め

一
時
小
石
川
植
物
園
に
保
管
し
て
も
ら

い
、
追
っ
て
全
点
よ
り
各
団
体
等
へ
贈

ら
れ
る
事
に
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
訪
米
申
の
岸
首
相
が
出
発
前
駐

日
セ
イ
ロ
ン
大
使
と
の
話
合
い
の
席
上

こ
の
話
が
も
ち
出
さ
れ
、
是
非
菩
提
樹

を
と
云
う
事
に
な
り
，
岸
首
相
の
帰
国

後
直
ち
に
全
日
仏
を
通
し
て
苗
樹
が
贈

ら
れ
る
事
に
な
っ
た
。

　
鬼
原
棄
俊
氏
個
展
白
木
屋
で
開
催

　
ネ
パ
ー
ル
に
於
け
る
矛
四
回
世
界
仏

教
徒
会
議
に
出
席
後
日
本
代
表
団
と
別

れ
五
ヶ
月
の
間
イ
ン
ド
各
地
の
仏
蹟
な

ど
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
今
春
帰
国
し
た
鬼

原
素
俊
氏
の
個
展
が
全
日
仏
の
主
催
、

外
務
省
及
イ
ン
ド
大
使
館
の
後
援
の
・
下

来
る
七
月
二
十
三
日
か
ら
廿
八
日
ま
で

東
京
日
本
橋
白
木
屋
六
階
画
筆
で
開
催

さ
れ
る
事
に
な
り
．
イ
ン
ド
の
マ
ド
ラ

ス
、
カ
ヂ
ラ
ホ
．
エ
ロ
1
ラ
等
で
画
い

た
作
品
は
見
る
べ
き
も
の
が
あ
り
今
か

ら
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

東
京
東
本
願
寺
に
て

　
海
外
物
故
者
慰
霊
法
要

　
日
本
放
送
協
会
（
N
H
K
）
で
は
一

昨
年
以
来
全
日
仏
の
後
援
の
下
．
海
外

邦
人
物
故
者
慰
霊
法
要
の
実
況
を
北
米

西
部
南
米
、
ハ
ワ
イ
方
面
向
け
に
国
際
馳

放
送
を
行
っ
て
来
た
が
、
本
年
も
七
月

十
五
日
の
寒
蘭
盆
を
期
し
て
慰
霊
法
要

の
実
況
放
送
を
行
う
事
に
な
っ
た
。
な

お
本
年
は
東
京
浅
草
の
東
本
願
寺
に
て

七
月
五
日
頃
実
況
を
収
録
す
る
事
に
な

っ
て
お
り
導
師
に
は
同
本
願
寺
輪
番
重

永
潜
師
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
面
当
仏

国
際
局
で
は
過
日
取
急
ぎ
ア
メ
リ
カ
、

ハ
ワ
イ
方
面
に
あ
る
浄
士
真
宗
本
派
、

真
宗
大
谷
派
、
下
士
宗
、
曹
洞
宗
、
日

蓮
宗
等
各
宗
別
院
あ
て
に
一
九
五
六
年

七
月
以
降
一
九
五
七
年
六
月
迄
の
物
故

¶
下
名
（
法
由
俗
名
）
を
通
知
し
て
ほ
し

い
旨
航
空
便
で
依
頼
し
た
。
な
お
昨
年

の
結
果
は
非
常
に
反
響
が
あ
り
是
非
継

続
し
て
ほ
し
い
申
入
れ
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
q

　
　
　
“
あ
1
1
と
H
が
H
き
1
1

▼
愈
々
財
団
法
人
全
日
仏
の
す
べ
て
の

準
備
整
い
噂
六
月
中
旬
一
切
の
書
類
手

続
を
完
了
し
た
。
▼
な
ん
で
も
な
い
事

の
様
だ
が
従
来
の
役
員
を
一
応
全
員
そ

の
ま
曳
で
と
い
う
総
会
の
決
議
に
従
っ

て
書
類
ゑ
準
備
す
る
の
だ
か
ら
緩
々
大

変
で
あ
る
▼
エ
ラ
イ
人
ほ
ど
書
類
が
届

か
な
い
、
こ
れ
か
ら
財
団
と
も
な
る
と

運
営
の
困
難
さ
が
思
わ
れ
る
。
係
り
は

汗
だ
く
で
頑
張
っ
て
漸
ぐ
ゴ
1
ル
イ
ン

乏
云
う
と
こ
ろ
、
ご
く
ろ
う
さ
ん
で
し

た
▼
こ
れ
か
ら
が
大
変
だ
．
新
仏
教
会

が
そ
の
ね
ち
う
と
と
ろ
に
達
す
る
た
め

に
は
、
こ
の
際
全
仏
教
界
の
協
力
と
団

結
と
が
望
ま
れ
る
所
以
、
そ
れ
な
く
し

て
は
反
っ
て
形
が
い
化
し
て
し
ま
う
だ

ろ
う
▼
ビ
ル
マ
仏
教
会
の
ウ
・
チ
ャ
ン

ト
ン
氏
が
来
日
さ
れ
、
各
地
で
視
察
と

講
演
と
を
や
っ
て
い
る
▽
之
は
正
法
会

の
招
請
で
や
っ
て
来
た
の
だ
が
全
日
仏

で
も
当
然
国
際
親
善
の
立
場
で
歓
迎
す

べ
く
諸
般
の
準
備
を
進
め
て
来
た
▼
所

が
ど
う
し
た
わ
け
か
悉
く
計
画
が
壌
さ
，

．
れ
？
て
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
、
残
念

な
こ
と
で
あ
る
▼
テ
ラ
バ
ー
ダ
仏
教
を

日
本
に
持
込
む
こ
と
は
国
内
宗
派
が
一

つ
増
す
と
い
う
程
度
の
も
の
で
は
な
い

之
は
日
本
仏
教
と
し
て
は
慎
重
に
討
議

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
だ
、
親
善
々
々

と
云
う
美
名
と
金
色
の
パ
ゴ
ダ
に
幻
惑

さ
れ
て
は
い
ち
れ
な
い
▼
と
の
際
全
日

仏
で
も
国
際
委
員
会
で
も
開
い
て
正
法

会
と
の
関
係
は
か
覧
る
理
由
で
現
在
の

態
度
を
と
っ
て
い
る
旨
の
声
明
書
を
発

表
す
べ
き
だ
と
の
声
も
大
分
あ
る
よ
う

だ
▼
当
事
者
は
随
分
苦
心
し
て
い
る
の

だ
が
只
之
が
単
組
に
表
面
化
さ
れ
ぬ
憾
　
．

み
が
全
日
仏
の
運
営
を
困
難
に
し
て
い

る
所
以
▼
こ
れ
で
一
応
旧
組
織
の
通
信

を
終
る
。

，
轟
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